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(57)【要約】
【課題】  被写体像の明るさを適正に示す輝度値を算出
するとともに、スコープの種類に関わらず、所望する被
写体像の明るさを維持するように自動調光を施す。
【解決手段】  プロセッサ２０内にランプ２４、絞り２
２、調光回路３４を設ける。ビデオスコープ１０内のＥ
ＥＰＲＯＭ１４からＣＣＤ１２のマスク形状データを読
み出す。所定時間間隔ごとに１フィールド分の画像信号
をＣＣＤ１２から読み出し、輝度信号に変換して調光回
路３４へ送る。そして、調光回路３４は、被写体像の明
るさ平均を示す輝度平均値を算出し、輝度平均値と設定
スイッチ４６ａによって設定される参照輝度値とを比較
し、その差に基いて絞り２２を開閉させる。このとき、
マスク形状を考慮し、ＣＣＤ１２においてマスキングさ
れていない有効領域内の画素を対象として輝度平均値を
算出する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  被写体像が形成される受光面の一部が光
を遮蔽するようにマスキングされた撮像素子と、被写体
像を前記受光面において形成させる対物光学系と、被写
体へ向けて光を伝達する光ファイバー束とを有するスコ
ープが着脱自在に接続されるプロセッサであって、
前記光ファイバー束のプロセッサ側の入射端へ向けて光
を放射する光源と、
前記撮像素子から順次読み出される被写体像に応じた画
像信号に基いて、被写体像の明るさに対応した代表輝度
値を順次算出する輝度値算出手段と、
前記代表輝度値に基き、前記光ファイバー束を介して前
記スコープの先端側から出射する光の光量を調整する光
量調整手段と、
前記撮像素子におけるマスク形状を検出するマスク形状
検出手段とを備え、
前記輝度値算出手段が、前記受光面においてマスキング
されていない有効領域における被写体像の明るさが検出
されるように、前記代表輝度値を前記マスク形状に応じ
て算出することを特徴とする電子内視鏡装置のプロセッ
サ。
【請求項２】  前記代表輝度値が、被写体像の明るさ平
均を示す輝度平均値であって、前記輝度値算出手段が、
前記受光面においてマスキングされた遮蔽領域を除いた
前記有効領域の画素から前記輝度平均値を算出すること
を特徴とする請求項１に記載の電子内視鏡装置のプロセ
ッサ。
【請求項３】  前記ビデオスコープ内に搭載された前記
撮像素子におけるマスク形状を示すマスク形状データが
記憶されたスコープ側不揮発性メモリが設けられ、
前記マスク形状検出手段が、マスク形状がそれぞれ異な
る複数のスコープに対応する複数のマスク形状データが
記憶されたプロセッサ側不揮発性メモリを有するととも
に、該複数のマスク形状データから前記プロセッサに接
続されたスコープのマスク形状データを前記プロセッサ
側不揮発性メモリから読み出し、
前記輝度値算出手段が、前記マスク形状データに基いて
前記有効領域内の画素を判別することにより、前記輝度
平均値を算出することを特徴とする請求項２に記載の電
子内視鏡装置のプロセッサ。
【請求項４】  前記光量調整手段が、
前記光ファイバー束の入射端と前記光源との間に設けら
れ、前記入射端へ入射する光の光量を調整する絞りと、
前記絞りを駆動する絞り駆動手段とをさらに有し、
前記絞り駆動手段を制御して前記絞りの開閉させること
により、光量を調整することを特徴とする請求項１乃至
請求項３のいずれかに記載の電子内視鏡装置のプロセッ
サ。
【請求項５】  前記光量調整手段が、前記輝度平均値と
必要に応じて設定される参照輝度値との輝度差に基いて*
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*前記絞りを開閉させることを特徴とする請求項４に記載
の電子内視鏡装置のプロセッサ。
【請求項６】  被写体像が形成される受光面の一部が光
を遮蔽するようにマスキングされた撮像素子と、被写体
像を前記受光面において形成させる対物光学系と、被写
体へ向けて光を伝達する光ファイバー束とを有するスコ
ープが着脱自在に接続されるプロセッサ内に設けられる
内視鏡用の自動調光装置であって、
前記光ファイバー束の入射端へ向けて光を放射するため
前記プロセッサ内に設けられる光源と前記光ファイバー
束の入射端との間に設けられ、前記入射端に入射する光
の光量を調整する絞りと、
前記絞りを駆動する絞り駆動手段と、
前記撮像素子から読み出される画像信号に基いて、前記
被写体像の明るさが一定となるように前記絞り駆動手段
を制御して前記絞りを開閉させる調光手段とを備え、
前記調光手段が、
前記撮像素子から順次読み出される被写体像に応じた画
像信号に基いて、被写体像の明るさに対応した代表輝度
値を順次算出する輝度値算出手段と、
前記撮像素子におけるマスク形状を検出するマスク形状
検出手段とを有し、
前記輝度値算出手段が、前記受光面においてマスキング
されていない有効領域における被写体像の明るさが検出
されるように、前記代表輝度値を前記マスク形状に応じ
て算出することを特徴とする内視鏡用自動調光装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、撮像素子を有し、
胃など臓器の観察、処置のため体内へ挿入されるスコー
プ（内視鏡）と、スコープが接続されるとともに撮像素
子から読み出される画像信号を処理するプロセッサとを
備えた電子内視鏡装置に関し、特に、スコープ先端から
被写体へ向けて出射する光の光量を自動的に調整する内
視鏡の自動調光に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来の電子内視鏡装置では、プロセッサ
内の光源から放射された光はスコープ内に設けられた光
ファイバー束を介してスコープ先端から被写体に向けて
出射する。そして、観察部位の被写体像がスコープ先端
側にある対物レンズを介してＣＣＤなどの撮像素子に形
成されると被写体像に応じた画像信号が発生し、プロセ
ッサへ順次送られる。プロセッサでは、被写体像をモニ
タで表示するために画像信号からコンポジットビデオ信
号などの映像信号を生成する。
【０００３】また、プロセッサでは、読み出される画像
信号に基いて、被写体像の明るさを示す輝度値を順次算
出する。通常、光源とファイバー束の入射端との間に光
量調整のための絞りが設けられており、オペレータが所
望する明るさとして設定される参照輝度値と前述の輝度
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値とが比較され、輝度値が参照輝度値と等しくなるよう
に絞りが駆動される。これにより、モニタに映し出され
る被写体像の明るさが適正な明るさで維持される。被写
体像の明るさを求める測光方式として、例えば平均測光
方式があり、被写体像を形成する各画素の輝度平均が前
述の輝度値として算出される。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】内視鏡で使用される対
物レンズは、通常、球面形状であるとともに焦点深度の
深い広角レンズが用いられる。そのため、撮像素子の多
くは、受光面において光量が少ない周辺領域がマスキン
グされており、マスキングされた領域の受光面には光が
到達しない。しかしながら、輝度平均値などを算出する
場合において、マスキングされた領域を含めて画像信号
が読み出されて輝度計算が行われるため、算出される輝
度値は実際の被写体像の明るさを適正に表していない。
【０００５】また、スコープは観察部位（気管支、消化
管など）に基く種類によって撮像素子、対物レンズの特
性が異なり、撮像素子においてマスキングされる領域も
異なる。したがって、プロセッサに接続されたスコープ
の種類の違いによって算出される輝度平均値も異なり、
調整される被写体の明るさもスコープ毎に一致しない。
この場合、オペレータは、プロセッサに設けられたパネ
ルスイッチを操作して、スコープが取り替えられる毎に
基準となる参照輝度値を設定し直す必要があった。
【０００６】そこで本発明では、被写体像の明るさを適
正に示す輝度値を算出するとともに、スコープの種類に
関わらず、所望する被写体像の明るさを維持するように
自動調光が施される内視鏡用の自動調光装置およびその
ような自動調光機能を備えた電子内視鏡装置のプロセッ
サを得ることを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】本発明の電子内視鏡装置
のプロセッサは、被写体像が形成される受光面の一部が
光を遮蔽するようにマスキングされた撮像素子と、被写
体像を受光面において形成させる対物光学系と、被写体
へ向けて光を伝達する光ファイバー束とを有するスコー
プが着脱自在に接続されるプロセッサである。プロセッ
サは、光ファイバー束のプロセッサ側の入射端へ向けて
光を放射する光源と、撮像素子から順次読み出される被
写体像に応じた画像信号に基いて、被写体像の明るさに
対応した代表輝度値を順次算出する輝度値算出手段と、
代表輝度値に基き、光ファイバー束を介してスコープの
先端側から出射する光の光量を調整する光量調整手段
と、撮像素子におけるマスク形状を検出するマスク形状
検出手段とを備え、輝度値算出手段は、受光面において
マスキングされていない有効領域における被写体像の明
るさが検出されるように、代表輝度値をマスク形状に応
じて算出することを特徴とする。マスク領域がスコープ
毎に異なっていても、マスキングされていない領域の被
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写体像の明るさとして代表輝度値が算出されるため、被
写体像の明るさは、所望する明るさに維持される。ただ
し、マスク形状は、有効領域と受光面においてマスキン
グされた遮蔽領域との境界の形状を示す。また、マスキ
ングされていない撮像素子の場合、受光面の形状がマス
ク形状となる。
【０００８】測光方式として被写体像の輝度平均を求め
る平均測光を適用するため、代表輝度値は、被写体像の
明るさ平均を示す輝度平均値であることが望ましい。こ
の場合、被写体像を形成する画素の平均値が輝度平均値
として算出されるが、輝度値算出手段は、受光面におい
てマスキングされた遮蔽領域を除いた有効領域の画素か
ら輝度平均値を算出する。
【０００９】スコープ毎に異なるマスク形状において、
プロセッサに接続されるスコープのマスク形状を検出す
るため、ビデオスコープ内に搭載された撮像素子におけ
るマスク形状を示すマスク形状データが記憶されたスコ
ープ側不揮発性メモリが設けられ、マスク形状検出手段
が、マスク形状がそれぞれ異なる複数のスコープに対応
する複数のマスク形状データが記憶されたプロセッサ側
不揮発性メモリを有するとともに、複数のマスク形状デ
ータからプロセッサに接続されたスコープのマスク形状
データをプロセッサ側不揮発性メモリから読み出すこと
が望ましい。そして、輝度値算出手段は、マスク形状デ
ータに基いて有効領域内の画素を判別し、有効領域内の
画素に基いて輝度平均値を算出する。あらかじめプロセ
ッサ内のプロセッサ側不揮発性メモリに記憶されている
ため、どのようなスコープが接続されても対応するマス
ク形状が検出され、そのマスク形状に応じた有効領域内
の画素から輝度平均値が算出される。
【００１０】光量調整をする構成として絞りを利用する
ため、光量調整手段は、入射端へ入射する光の光量を調
整する絞りと、絞りを駆動する絞り駆動手段とを有する
ことが望ましく、絞りは光ファイバー束の入射端と光源
との間に設けられる。このような構成により、絞りの開
閉によって光量が調整される。輝度平均値を算出する場
合、光量調整手段は、輝度平均値と観察条件に応じて設
定される参照輝度値との輝度差に基いて、絞りを開閉さ
せることが望ましい。
【００１１】本発明の内視鏡用自動調光装置は、被写体
像が形成される受光面の一部が光を遮蔽するようにマス
キングされた撮像素子と、被写体像を受光面において形
成させる対物光学系と、被写体へ向けて光を伝達する光
ファイバー束とを有するスコープが着脱自在に接続され
るプロセッサ内に設けられる内視鏡用の自動調光装置で
ある。自動調光装置は、光ファイバー束の入射端へ向け
て光を放射するためプロセッサ内に設けられる光源と光
ファイバー束の入射端との間に設けられ、入射端に入射
する光の光量を調整する絞りと、絞りを駆動する絞り駆
動手段と、撮像素子から読み出される画像信号に基い
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て、被写体像の明るさが一定となるように絞り駆動手段
を制御して絞りを開閉させる調光手段とを備える。そし
て、調光手段は、撮像素子から順次読み出される被写体
像に応じた画像信号に基いて、被写体像の明るさに対応
した代表輝度値を順次算出する輝度値算出手段と、撮像
素子におけるマスク形状を検出するマスク形状検出手段
とを有し、輝度値算出手段が、受光面においてマスキン
グされていない有効領域における被写体像の明るさが検
出されるように、代表輝度値をマスク形状に応じて算出
することを特徴とする。
【００１２】
【発明の実施の形態】以下では、図面を参照して本発明
の実施形態である電子内視鏡装置を説明する。
【００１３】図１は、本実施形態である電子内視鏡装置
のブロック図である。
【００１４】電子内視鏡装置は、撮像素子の１つである
ＣＣＤ１２を有するビデオスコープ１０と、撮像素子か
ら読み出される画像信号を処理するプロセッサ２０と、
被写体像を表示するモニタ５２とを備える。ビデオスコ
ープ１０はプロセッサ２０に着脱自在に接続され、ま
た、プロセッサ２０には、モニタ５２とともにキーボー
ド５０が接続される。手術、検査が開始されると、ビデ
オスコープ１０はプロセッサ２０に接続され、胃など観
察部位に向けて体内へ挿入される。
【００１５】ランプ制御回路３２によって制御されるラ
ンプ（光源）２４から放射された光は、集光レンズ２６
を介してビデオスコープ１０内に設けられた光ファイバ
ー束１３の入射端１３ａに入射する。光ファイバー束１
３は、ランプ２４から放射される光を観察部位のあるビ
デオスコープ１０の先端側へ光を伝達する光ファイバで
あり、光ファイバー束１３を通った光は出射端１３ｂか
ら出射する。これにより、観察部位Ｓに光が照射され
る。
【００１６】観察部位Ｓにおいて反射した光は、対物レ
ンズ１１を通ってＣＣＤ１２の受光面に到達し、これに
より観察部位Ｓの被写体像がＣＣＤ１２の受光面に形成
される。本実施形態では、カラー撮像方式として同時撮
像方式の単板式が適用されており、ＣＣＤの受光面上に
はイエロー（Ｙｅ）、シアン（Ｃｙ）、マゼンタ（Ｍ
ｇ）、グリーン（Ｇ）の色要素からなる補色カラーフィ
ルタ（図示せず）が受光面の各画素位置に対応するよう
に市松状に配設されている。そして、ＣＣＤ１２では、
補色カラーフィルタを通る色に応じた被写体像の画像信
号が光電変換により発生し、所定時間間隔ごとに１フレ
ームもしくは１フィールド分の画像信号が順次読み出さ
れる。本実施形態では、カラーテレビジョン方式として
ＮＴＳＣ方式が適用されており、１／３０（１／６０）
秒間隔ごとに１フレーム（１フィールド）分の画像信号
が順次読み出され、初期信号処理回路１６へ送られる。
【００１７】初期信号処理回路１６では、画像信号に対
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して増幅処理などが施されるとともに、輝度信号Ｙｉｒ
ｉｓが生成される。また、初期信号処理回路１６には、
ＣＣＤ１２を駆動するためのＣＣＤドライバ（図示せ
ず）が組み込まれており、ＣＣＤドライバからＣＣＤ１
２へ駆動信号が出力される。増幅処理などが施された画
像信号は信号処理回路４４へ送られるとともに、生成さ
れた輝度信号Ｙｉｒｉｓは調光回路３４へ送られる。ま
た、調光回路３４へ順次送られる１フレーム分（１フィ
ールド分）の輝度信号Ｙｉｒｉｓに合わせて、１フレー
ム分（１フィールド分）の輝度信号に応じた垂直同期信
号ｒｄ、水平同期信号Ｈｄ、クロックパルス信号Ｃｌが
所定のタイミングで調光回路３４へ送られる。
【００１８】信号処理回路４４では、初期信号処理回路
１６から送られてくる画像信号に対してガンマ補正、Ａ
／Ｄ変換、ホワイトバランス処理などが施され、デジタ
ルの画像信号が求められる。そして、デジタルの画像信
号に基いてＮＴＳＣコンポジット信号などの映像信号が
生成され、モニタ５２へ送られる。これにより、被写体
像がモニタ５２に映し出される。
【００１９】システムコントロール回路３６内のＣＰＵ
３８は、プロセッサ２０全体を制御し、調光回路３４、
ランプ制御回路３２、信号処理回路４４などの各回路に
制御信号を出力する。タイミングコントロール回路４２
では、信号処理タイミングを調整するクロックパルスが
プロセッサ２０内の各回路に出力され、また、映像信号
に付随される同期信号が信号処理回路４４に送られる。
【００２０】ライトガイド１３の入射端１３ａと集光レ
ンズ２６との間には被写体Ｓに照射される光の光量を調
整のため絞り２２が設けられており、モータ２８の駆動
によって開閉する。本実施形態では、ＤＳＰ（Digital 
Signal Processor）で構成された調光回路３４によって
絞り２２を通過する光、すなわち被写体Ｓへ照射される
光の光量調整が行われる。初期信号処理回路１６から出
力される輝度信号Ｙｉｒｉｓは、Ａ／Ｄ変換器３５によ
ってデジタルの輝度信号に変換された後、調光回路３４
へ入力される。
【００２１】調光回路３４では、送られてくる輝度信号
に基き、１フレーム分（１フィールド分）の被写体像の
明るさ平均を示す輝度平均値が順次算出される。このと
き、後述するように、調光ＲＯＭ３１からＣＣＤ１２の
マスク形状に関するデータが調光回路３４によって読み
出され、読み出されたマスク形状に従って輝度平均値が
算出される。そして、被写体像の明るさの基準となる参
照輝度値と輝度平均値とが比較され、その差に基いてモ
ータドライバ３０へ制御信号が出力される。ただし、調
光回路３４から出力されるデジタルの制御信号は、Ｄ／
Ａ変換器（図示せず）によってアナログ信号に変換され
てモータドライバ３０へ送られる。モータドライバ３０
では、その制御信号に基き駆動信号がモータ２８へ送ら
れる。これにより、モータ２８が駆動し、絞り２２が所
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7
定の開度まで開く。
【００２２】ビデオスコープ１０内には、ビデオスコー
プ１０全体を制御するマイクロプロセッサ１５と、ビデ
オスコープ１０の特性に関するデータがあらかじめ記憶
されているＥＥＰＲＯＭ１４とが設けられている。マイ
クロプロセッサ１５は、初期信号処理回路１６に対して
制御信号を送るとともに、適宜ＥＥＰＲＯＭ１４からデ
ータを読みだす。ビデオスコープ１０がプロセッサ２０
に接続されると、マイクロプロセッサ１５とシステムコ
ントロール回路３６との間でデータが伝送され、スコー
プ特性に関するデータがプロセッサ２０へ送られる。
【００２３】フロントパネル４６には、自動調光におい
て基準となる参照輝度値の設定をするための設定スイッ
チ４６ａが設けらており、オペレータが設定スイッチ４
６を操作することによって設定された値に応じた信号が
システムコントロール回路３６へ送られる。この参照輝
度値のデータは、ＲＡＭ４０へ一時的に格納されるとと
もに、必要に応じてシステムコントロール回路３６から
調光回路３４へ送られる。
【００２４】図２は、マスキングされたＣＣＤ１２の受
光面を正面から模式的に示した図である。
【００２５】ビデオスコープ１０内に設けられたＣＣＤ
１２の受光面ＰＡ上には、対物レンズ１１を通った光に
よって被写体像が形成される。対物レンズ１１は球面形
状を有しており、また、ズームレンズなどをスコープ先
端部に設置することが困難なことから、通常、対物レン
ズ１２は焦点深度の深い広角レンズが使用される。その
ため、受光面ＰＡの周辺では到達する光の光量が中心部
に比べ極端に少なくなることから、ＣＣＤ１２の受光面
ＰＡの一部はマスク部材ＭＮによってマスキング処理が
施されており、受光面ＰＡの中で遮蔽領域ＭＡ（斜線で
示す）には光が到達しない。マスク部材ＭＮは、例えば
アルミニウム蒸着膜で成形されており、ここでは、マス
ク部材ＭＡによって光の到達する有効領域ＥＡの輪郭形
状が楕円形状となるように受光面ＰＡがマスキングされ
ている（以下では、有効領域ＥＡの輪郭形状をマスク形
状とする）。遮蔽領域ＭＡでは光が遮断されるため、遮
蔽領域ＭＡに対応する画素から検出される輝度信号のレ
ベルはほぼ０となる。
【００２６】一般に、ビデオスコープは、気管支、下部
消化器官などの観察部位に応じて用意されており、観察
部位の違いによって内蔵される対物レンズ、ＣＣＤの特
性が異なる。すなわち、ビデオスコープ毎にマスク形状
が異なる。例えば、図２に示す楕円形状のほかに、正方
形から４隅を削った角取り正方形、円形のマスク形状な
どがある。本実施形態では、スコープごとに異なるＣＣ
Ｄのマスク形状に関する複数のマスク形状のデータがあ
らかじめ調光ＲＯＭ３１に記憶されており、プロセッサ
２０に接続されたビデオスコープ内のＥＥＰＲＯＭ１４
に記憶されたマスク形状と一致するデータが、調光ＲＯ
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Ｍ３１から読み出される。また、このとき、ＣＣＤ１２
の画素数、すなわち水平方向画素数Ｎｈ、垂直方向画素
数Ｎｖのデータが読み出され、これらデータとマスク形
状データに基いて、遮蔽領域ＭＡ内の画素と有効領域Ｅ
Ａ内の画素とが判別される。
【００２７】図３、図４は、自動調光動作を示したフロ
ーチャートである。この自動調光動作は、電源がＯＮあ
るいはスコープの交換により新たなスコープ装着があっ
た場合に実行開始される。ここでは、マスク形状が楕円
形状であるＣＣＤ１２を有するビデオスコープ１０が装
着される。なお、輝度平均値の算出はここでは１フィー
ルド毎に実行され、また、各画素の輝度値は０～２５５
の範囲の値をとるものとする。
【００２８】ステップ１０１では、ビデオスコープ１０
のＥＥＰＲＯＭ１４から、ＣＣＤ１２のマスク形状に関
するデータ、およびＣＣＤ１２の受光面ＰＡにおける垂
直方向画素数Ｎｖ、水平方向画素数Ｎｈのデータなどが
読み出される。そして、ステップ１０２では、読み出さ
れたマスク形状（楕円形状）などに関するデータに基い
て、そのマスク形状に応じた重み付けテーブルＴが読み
出される。
【００２９】この重み付けテーブルＴは、ＣＣＤ１２の
各画素に対応する補正係数Ｗが配列されたテーブルであ
り、補正係数Ｗは、信号処理回路４４において各画素に
応じた輝度信号に対して乗じられる（重み付けされる）
係数である。これは、シアン、イエロー、グリーン、マ
ゼンタの要素からなる配列を単位として構成される補色
フィルタを使用したＣＣＤ色フィルタ配列方式（色差線
順次方式）に従って実行される処理であり、初期信号回
路１６から読み出される輝度信号を構成するＲ，Ｇ，Ｂ
の信号それぞれに応じた係数が重みづけテーブルＷに基
いて乗じられる。補正係数Ｗそれぞれの値は、上述した
対物レンズ１１の光学特性に基いて定められているが、
ビデオスコープ１０の鉗子チャンネル（図示せず）に起
因するハレーション発生までを考慮して補正係数Ｗの値
を定めることも可能である。ステップ１０２において楕
円形状であるマスク形状に応じた重み付けテーブルＴが
読み出されると、ステップ１０３に移る。
【００３０】ステップ１０３では、１フィールド分の輝
度平均値を算出開始するため、横方向画素位置変数Ａ、
縦方向画素位置変数Ｂ、カウント変数Ｃ、輝度合計変数
Ｓがそれぞれ０に設定される。横方向画素位置変数Ａは
ＣＣＤ１２における横方向の画素位置を示し、縦方向画
素位置変数Ｂは縦方向の画素位置を表す。ただし、受光
面ＰＡの左上を原点とする。また、カウント変数Ｃは、
輝度値が加算される画素をカウントするための変数であ
り、輝度合計変数Ｓは、加算された輝度の合計を示す変
数である。ステップ１０３が実行されると、ステップ１
０４に移る。
【００３１】ステップ１０４では、初期信号処理回路１
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9
６から読み出される輝度信号から、横方向、縦方向画素
位置変数Ａ、Ｂに対応する画素、すなわち受光面ＰＡ上
において（Ａ、Ｂ）の位置にある画素の輝度値Ｉ（Ａ、
Ｂ）が抽出される。このとき、ＣＣＤ１２の画素信号以
外の信号はサンプリングされず、また、初期信号処理回
路１６から送られてくる画素の読み出しクロックパルス
信号Ｃｌに従って抽出される。そして、ステップ１０５
では、重み付けテーブルＴにおいて画素位置（Ａ，Ｂ）
の画素に対応する補正係数Ｗ（Ａ，Ｂ）の値が０である
か否かが判定される。本実施形態の自動調光動作では、
重み付けテーブルＴに関し、マスキングにより遮蔽領域
ＭＡにある画素の重み付け係数Ｗは０に設定されてお
り、重み付け係数Ｗの値によってマスキングされた遮蔽
領域ＭＡ内の画素であるか否かが判定される。横方向、
縦方向画素位置変数Ａ、Ｂに対応する補正係数Ｗが０、
すなわち画素位置（Ａ、Ｂ）の画素が受光面ＰＡにおい
て遮蔽領域ＭＡ内にあると判断されると、輝度平均値値
を算出するためのステップ１０６～１０８が実行され
ず、ステップ１０８へスキップする。
【００３２】一方、ステップ１０５において、補正係数
Ｗが０ではない、すなわち画素位置（Ａ、Ｂ）にある画
素は受光面ＰＡにおいて有効領域ＥＡ内の画素であると
判断されると、ステップ１０６に移る。ステップ１０６
では、カウント変数Ｃが１だけインクリメントされる。
そして、ステップ１０７では、画素位置（Ａ、Ｂ）の画
素の輝度値Ｉ（Ａ，Ｂ）に補正係数Ｗ（Ａ、Ｂ）が乗じ
られ、さらに今まで加算された輝度値の合計を示す輝度
合計変数Ｓが加算される。これにより、有効領域ＥＡ内
の各画素の輝度値が順に加算されていく。ステップ１０
７が実行されると、ステップ１０８に移る。
【００３３】ステップ１０８では、横方向画素位置変数
Ａに１が加算され、抽出対象となる画素が右隣の画素へ
移る。ステップ１０９では、横方向画素位置変数Ａが水
平方向画素数Ｎｈと等しいか否か、すなわち受光面ＰＡ
の１ライン分の画素の輝度値がすべて加算されたか否か
が判定される。横方向画素位置変数Ａが水平方向画素数
Ｎｈと等しいと判断されると、図４のステップ１１０に
移る。一方、横方向画素位置変数Ａが水平方向画素数Ｎ
ｈと等しくないと判断されると、ステップ１０４に戻
り、１ライン分の画素の輝度値が加算されるまでステッ
プ１０４～１０８が繰り返し実行される。
【００３４】ステップ１１０（図４参照）では、垂直方
向画素位置変数Ａが０に設定されるとともに、縦方向画
素位置変数Ｂに１が加算される。すなわち、次の水平ラ
インの画素が対象となる。ステップ１１１では、縦方向
画素位置変数ＢがＣＣＤ１２の垂直方向画素数Ｎｖと等
しいか否か、すなわちすべての画素について輝度値が加
算されたか否かが判定される。縦方向画素位置変数Ｂが
ＣＣＤ１２の垂直方向画素数Ｎｖと等しくないと判断さ
れると、ステップ１０４に戻り、すべての画素の輝度値
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が加算されるまでステップ１０４～ステップ１１１が繰
り返し実行される。一方、垂直方向画素位置変数ＢがＣ
ＣＤ１２の垂直方向画素数Ｎｖと等しいと判断される
と、ステップ１１２に移る。
【００３５】ステップ１１２では、有効領域ＥＡ内の画
素を対象とした１フィールド分の輝度平均値Ｙｓが次式
により求められる。
Ｙｓ＝Ｓ／Ｃ      ・・・・・（１）
そして、ステップ１１３では、輝度平均値Ｙｓとオペレ
ータによって設定される参照輝度値Ｙｒとが比較され
る。ここでは、参照輝度値Ｙｒは１２８である。ステッ
プ１１４では、輝度平均値Ｙｓと参照輝度値Ｙｒとの差
に基いて、制御信号（電圧）が調光回路３４から出力さ
れる。輝度平均値Ｙｓよりも参照輝度値Ｙｒの方が大き
い場合、制御信号が正となり、絞り２２が開くようにモ
ータ２８が駆動する。逆に、輝度平均値Ｙｓが参照輝度
値Ｙｒよりも大きい場合、制御信号が負となり、絞り２
２が閉じるようにモータ２８が駆動する。ステップ１１
５では、ビデオスコープ１０がプロセッサ２０から取り
外されたか否かが検出される。ビデオスコープ１０が取
り外されていないと判断されると、再びステップ１０３
に戻り、再び１フィールド分の被写体像の輝度平均値Ｙ
ｓが算出され、参照輝度値Ｙｒとの差に基いて光量調整
が実行される。一方、ビデオスコープ１０が取り外され
ていると判断されると、このフローチャートは終了す
る。なお、１フィールド分の輝度平均値を算出する代わ
りに、１フレーム分の輝度平均を順次算出するようにし
てもよい。また、マスキングされていないＣＣＤを有す
るビデオスコープが接続された場合、受光面の形状がマ
スク形状となる。
【００３６】このように本実施形態によれば、図３、図
４に示すステップ１０１、１０２の実行により、プロセ
ッサ２０にビデオスコープ１０が接続されることによっ
て、ビデオスコープ１０内のＥＥＰＲＯＭ１４からＣＣ
Ｄ１２のマスク形状に関するデータが読み出され、プロ
セッサ２０ではそのマスク形状に対応する重み付けテー
ブルＴが調光ＲＯＭ３１から読み出される。そして、ス
テップ１０４～１１２の実行により、重み付け係数Ｗ
（Ａ，Ｂ）が０であるか否かを判断することによってＣ
ＣＤ１２の受光面ＰＡにおける有効領域ＥＡの画素を判
別し、その画素に対してのみ輝度平均値Ｙｓ算出の対象
となり、輝度平均値Ｙｓが算出される。ビデオスコープ
１０が取り外されて楕円形状以外のマスク形状のＣＣＤ
を有するビデオスコープが接続されれば、そのマスク形
状に応じた重み付けテーブルが調光ＲＯＭ３１から読み
出される。
【００３７】なお、本実施形態では輝度平均値Ｙｓを算
出したが、被写体像の明るさを検出するため平均値以外
の他の代表的な値を算出してもよい。また、光量調整と
して絞り２２を開閉させる代わりに、ランプ２４の出力
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制御によって光量調整してもよい。さらに、カラー撮像
方式として面順次方式を適用させてもよい
【００３８】
【発明の効果】このように本発明によれば、被写体像の
明るさを適正に示す輝度値を算出するとともに、スコー
プの種類に関わらず、所望する被写体像の明るさを維持
するように自動調光が施される。
【図面の簡単な説明】
【図１】本実施形態である電子内視鏡装置のブロック図
である。
【図２】マスキングされたＣＣＤの受光面を正面から模
式的に示した図である。
【図３】自動調光動作を示したフローチャートの前半部
分である。
【図４】自動調光動作を示したフローチャートの後半部
分である。
【符号の説明】 *
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*１０    ビデオスコープ（スコープ）
１１    対物レンズ（対物光学系）
１２    ＣＣＤ（撮像素子）
１４    ＥＥＰＲＯＭ（スコープ側不揮発性メモリ）

２０    プロセッサ
２２    絞り
２４    ランプ（光源）
２８    モータ
３０    モータドライバ
３１    調光ＲＯＭ（プロセッサ側不揮発性メモリ）

３４    調光回路（調光手段）
ＭＡ    遮蔽領域
ＥＡ    有効領域
ＰＡ    受光面
Ｙｓ    輝度平均値（代表輝度値）
Ｙｒ    参照輝度値

【図１】 【図２】
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